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は じめに）
模倣はヒ トが人として社会的に成長 して い行く過程で

最も重要なス キル で ある。
この 能力が十分に育たない の

が 自閉症 の 特徴の ひ とつ で ある。今回、重度の 自閉症児

に マ ッ チ ン グと動作模倣を中心 に訓練を行 っ た。最初の

「万歳」 を獲得するまで に 31 訓練日を要し、動作模倣
はマ ッ チ ン グに比較して獲得が極めて 困難 で あ っ た 。 本

児の獲得動作にっ い て 、動作の分析お よび獲得まで の 経
過 と 日数の視 点か ら考察した。

症例）
　児童発達支援セ ン タ

ー在籍の男児 （4歳 4 ヶ 月）　 発
達検査不可 脳波所見な し　癇癪 （＋ ） こ だわ り （＋ ）

多動 ・奇声 （＋）自傷 （＋）eye 　contact （一） 教室で

は、テ ーブル やピア ノ に登る、また食事以外は ほ とん ど

着席が で きずに食事も隣の 園児の もの を手づか み で取る

な ど、 日常生活 の 多くが 問題行動で あ っ た。家庭 で も保

護者が気 づ くと隣家の食べ 物 を取 りに行 っ てい たな どの

行動が 目立っ た。
一
方で、父親に対して両手を拡げて抱

っ こを要求する行動が観察された。本例に対して、 20
12 年の 9 月より 15 年の 3 月まで 「つ みき BOOK 」

（藤坂，2004）に基づ い て マ ッ チ ン グと動作模倣を中心

に訓練を行っ た。週平均 1．7 時間の 訓練を 2名の訓練者
で約 2年半行 い 、7 つ の 模倣を獲得した。経過とともに

自傷行為の減少や着席行動の増加などが観察され、 14
年 9月 よ りPECS を家庭へ 導入 し た。

介入 と経過）
　動作模倣は 2012 年 9 月 より 「片手を挙げる」（図 1

  ｝か ら始めたが、16 訓練 目経過時に 正反応率が 0％で

あっ たため中止 し、視覚的な手がか りを伴 う「握手」 「タ

ッ チ （両手）」 を導入 した．　 「握手 」 は 3 訓練日目に、
「タ ッ チ」は 2 訓練 日 目に 100 ％で きるよ うになっ た。

並行 して、物を使っ た模倣と 「万歳」   の訓練を 12 年
11 月 より始めてい たが、　 「万歳」 も 「片手」 同様に出
来なか っ たため 「タ ッ チ」 の 動作をプロ ン プ トとして導

入 したと ころ正反応率が高ま っ た （図 1の A）。 成功試

行例は 「タ ッ チ 」 にっ られて両手が頭上を越え結果と し

て 「万歳」 にな っ た とい うもの で 手が伸びきっ た完全な
「万歳」 とは言えなか っ たが差別 して 強化し鶴 その 後

こ の プ ロ ン プ ト無しで 31 訓練日目 （13 年 4 月）に最

初の 動作模倣 として獲得した。以後、　 「拍手」 同  、中

断 して い た 「片手」 同  、
「お腹を叩く」 同  、 「お じ

ぎ」同  を、30 日前後の 訓練日の 問で獲得 した。これ

ら図 1群はグラフ が示す通 り急激に正反応率を上げて 1
00 ％に届き、後に安定して獲得で きた模倣群で ある。
一

方 、 図 2 の 群 、　 「頭」  、 「手合せ 」 同  、　「ほ っ ぺ 」

同  は 、訓練開始後ほ どな く正答率が上が っ たもの の 安

定せず上下するなどの 異なる経過を見せ た。

考察）

　先ず 、 図 1の 動作模倣群と図 2 の群の違い につ い て上

肢の運動軌跡か ら分析 した。図 2 の 三っ は、手 を膝に置
い た状態か ら挙 E し 目的の場所に持 っ て い く 「頭」   お

よび 「ほ っ ぺ 」  と、挙 E後直ぐに胸 の 前で合わせ る 「手

合せ 」   で ある。こ れ らは既に獲得 して い た 「万歳」  

と、両手 とい う開始部位と運動方向が同じで あ る点が共

通 し、両掌が終止 し接触する部位の みが異なる。い わば
「万歳」 の 亜型 とい える 。 対 して 、図 1 の 群は、運動開

始時の部位が両手 でなく　「片手」   や両手を拡げて掌を

繰 り返 して 合わせ音を鳴 らす 「拍手」   、両腕を側方 へ

拡げて掌で 「お腹を叩く」   、また腰部か ら体幹上部を

前方に折る 「お じぎ」   とい うよ うに、運動の部位 とそ

の 後 の 軌跡が 図 2群と異なる。図 1の群全て で新 しく学

習しなければ完遂で きない 運動の 方向 とパ タ ン 、構成部

分を有 して い た。
　次に 、図 1 の 群に お い て獲得まで に約 30 訓練 日 を要

した点であるが、訓練者の技量に左右される可能性は否

定で きない もの の
、 動作模倣 の 獲得に 30 日が 必要 な例

は少ない と考えられた 。 図 2 群 の 不安定な獲得経過 に対

して 、図 1群の 動作模倣は最初の 「万歳」 を除い て、グ

ラフ が示すように徐々 にで はなく 30 日前後で 急激に で

きるようになりその 後は安定 した 。
セ ッ シ ョ ン 数は 33

〜74 と幅が大きか っ た。 26 か ら31 日とい う短期間
に集中した獲得 日数に どの よ うな意味が あるか は更な る

検討が必要で ある。訓練者はひ と月程で動作模倣を獲得
で きなければ諦め る可能性があ る が、諦めずに訓練 を続

ければ動作模倣を獲得で きる こ とを示 した。
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